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● 再会 ●                      総務部 荻野容子 

先日、母校の小学校の100周年イベントがありました。母を

はじめ、伯父伯母などわが家は親子 3 代でお世話になった小

学校のため、とても感慨深いです。もちろん親子で参加しま

した。 

イベントの一つに50年前・10年前に埋めたタイムカプセル

を掘り起こすイベントがあり、娘たちも当時小学生で、何を

埋めたかうろ覚えでしたが出てきたのは【10 年後の自分へ】

手紙。 

「10 年後の○○、元気にしていますか？」からはじまり将

来の夢・母からのメッセージもあり、友達と読み比べて大い

に盛り上がりました。 

娘たちは小学校卒業以来会っていない友人との時間を楽し

み満喫。私も何十年ぶりかに会う同級生との再会で、「えっ？

〇〇？」と恐る恐るお互いに声をかけては、次の瞬間にはハ

グをしたり大爆笑になったりで一瞬で当時に戻り懐かしい話

に花を咲かせました。当時の担任へ電話を掛けて話したり、

これを機に眠っていたクラスLINEも稼動 

させ、再会したメンバーとの集合写真を 

アップして各々の返信で生存確認（笑）。 

同窓会の計画にも繋がりました。 

終演には校庭で打上げ花火もあがり皆で 

感極まりました。本当に素敵な時間でした。 

■ 採用できました ■   

先月号で求人募集について掲載させて頂きましたが、何とか採用する

ことができました。 

２７歳の男性で、配属は営業部２課のネット販売の業務を行っている

部署となります。前職はアパレル関係で店頭で接客販売を行っていたの

で、全く畑違いとなりますが、まじめで人当たりも良く、不特定多数の

個人の方と接するネット販売には向いているのではないかと思います。 

後日改めてあいさつ文を掲載させて頂きますが、宜しくお願いいたし

ます。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付きまし

ては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を中止

させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ ＡＩ普及による影響 ◆          

ここ最近、AIの普及によるリストラや、採用削減の記事が新聞に毎日

の様に掲載されています。 

アメリカでは、今期最高益を出しているテック企業でもリストラが相

次いでいて、マイクロソフトはデータセンターのインフラ投資がかさん

でいて、1万5000人の削減を発表しました。アマゾン・ドット・コムは

事務職やエンジニアを中心に1万4000人の削減を発表しました。 

日本でもＮＴＴの島田明社長が日本経済新聞の取材で、5 年後に業務

の半分以上をＡＩが担えるようになるとの見方を示しました。 

ただ、日本の制度は終身雇用がベースにあり、米国のようにドラステ

ィックに社員を解雇できないので、今いる社員については、社内での配

置転換が選択肢になると説明し、ＡＩは社員の雇用を奪うものではなく

人手不足を補う存在だと、先の米テック企業の様なリストラは否定して

いました。 

他にも、日経新聞が主要企業100社超に「ＡＩで5年後に社内人員を

どれだけ補えるとみているか」という調査に対して、ＴＯＰＰＡＮなど

2社が4割台、日本生命保険など6社が3割台と回答しています。 

新卒採用を絞る動きもあります。これも日経新聞の採用状況調査です

が、2026 年春入社の採用数をＡＩを理由に減らしたとの回答が、782 社

のうち16社、将来減らすことを検討中の企業も61社ありました。企業

内において、ＡＩ導入による人手による業務の代替が進んでいるし、今

後更に進んでくということです。 

一方、学生側でも4割が、ＡＩの普及を見越して志望職種を変えてい

るそうです。ＡＩにより生産性の向上がもたらされるプラスの面がある

ことを理解しつつ、雇用の一部は失われるとみて、ＡＩを使う立場に就

かなければならないと、仕事を選ぶ重要な要素として捉えているという

ことです。 

ＡＩで合理化が先行する職種がコールセンターだそうで、故障に関す

る問い合わせを電話で受け付けるＮＴＴ東日本の「113」では、今年こ

の業務の 2～3 割をＡＩに置き換えたということです。ＮＴＴ東日本と

ＮＴＴ西日本の担当従業員は現在合計 2500 人を 2027 年度以降に半分以

下にするということです。 

私事ですがつい先日東京駅でバックを紛失してしまいました。コール

センターが時間外だったので、ネットからの問い合わせは「チャット」

しかなく、荷物の特徴や中身を入力するとしばらくして「可能性の高い

モノが見つかりました」というメッセージが届きました。翌日コールセ

ンター（人間が対応）に電話して自宅まで代引きで送ってもらう手続き

をして解決しました。人間が介したのは最後の一部分だけ、これもチャ

ットの結果を信じてそのまま手続きをすれば全く人間を介さずに終わっ

たと思います。この様な問い合わせ対応などのＡＩへの 

移行を肌身で実感した次第です。 

大企業ではすでにＡＩが浸透し、実際に人手を代替する 

までになっていますが、人手不足・求人難に直面 

している我々中小企業にも、そう遠くない内にこの 

波がプラス面として届いてくれればと思っています。 
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